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文
化
財
へ
の
関
心
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
！

文
化
財
講
座

「
日
本
の
ま
つ
り
と
芸
能
」

練
馬
区
で
は
区
民
の
文
化
財
へ
の
関
心
を
高

め
る
た
め
に
、
講
義
と
見
学
を
組
み
合
わ
せ
た

文
化
財
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
「
日
本
の
ま
つ
り
と
芸

能
」
で
す
。
ま
つ
り
や
民
俗
芸
能
は
、
そ
の
土

地
の
人
々
の
生
活
様
式
に
関
わ
っ
て
発
生
し
た

無
形
文
化
財
で
あ
り
、
地
域
社
会
の
ふ
れ
あ
い

の
場
や
日
常
生
活
の
娯
楽
と
し
て
何
世
代
に
も

わ
た
っ
て
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
つ
り
と

芸
能
の
歴
史
・
民
俗
学
的
な
背
景
を
理
解
す
る

こ
と
で
、
継
承
し
て
い
く
こ
と
の
意
義
と
大
切

さ
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所
・
講
師
（
二
日
制
）

第
一
日
日
〔
講
義
〕

日
時
　
六
月
三
日
（
水
）

午
後
一
時
三
〇
分
～
三
時
三
〇
分

場
所
　
区
役
所
本
庁
舎
ア
ト
リ
ウ
ム
地
下

多
目
的
会
議
室

講
師
　
渡
辺
伸
夫
氏

（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
）

第
二
日
目
〔
見
学
〕

日
時
　
六
月
四
日
（
木
）

午
前
八
時
三
〇
分
～
午
後
四
時

場
所
　
①
秩
父
市
立
民
俗
博
物
館

②
秩
父
ま
つ
り
会
館

▼
参
加
費
　
五
六
〇
円
（
バ
ス
見
学
時
保
険
料

五
〇
円
＋
入
館
料
五
一
〇
円
）

▼
申
込
方
法
　
　
往
復
ハ
ガ
キ
（
一
人
一
枚
）

に
、
①
講
座
名
・
②
住
所
・
③
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
・
④
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
五

月
二
〇
日
（
必
着
）
ま
で
に
区
役
所
内
文
化

財
係
へ
。

（
定
員
は
四
九
名
。
定
員
を
超
え
る
応
募
が

あ
っ
た
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
）

▼
申
込
先
　
〒
1
7
6
1
8
5
0
1
　
豊
玉
北

六
－
一
二
蔓
一
練
馬
区
役
所
文
化
財
係

わ
が
ま
ち
再
発
見

「
ね
り
ま
の
散
歩
道
」
　
を
歩
く

今
回
は
旧
上
練
馬
村

区
内
の
文
化
財
や
自
然
を
広
く
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
区
が
設
定
し
た
「
ね
り
ま
の
散
歩

道
」
の
コ
ー
ス
な
ど
を
歩
く
『
わ
が
ま
ち
再
発

見
』
を
年
二
回
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
旧
上

練
馬
村
を
探
訪
し
ま
す
。

▼
と
き
　
五
月
二
四
日
（
日
）
午
前
八
時
四
五

分
～
午
後
〇
時
三
〇
分
（
雨
天
決
行
）

▼
集
合
場
所
・
時
間
　
美
術
の
森
緑
地
（
西
武

池
袋
線
中
村
橋
駅
北
側
、
美
術
館
東
側
）

午
前
八
時
四
五
分

▼
コ
ー
ス
　
美
術
の
森
緑
地
1
円
光
院
1
道
楽

楕
1
八
幡
神
社
（
高
松
）
1
元
練
馬
学
校
教

場
1
区
立
わ
か
み
や
公
園
1
愛
染
院
1
練
馬

大
根
碑
（
約
四
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

▼
講
師
　
石
井
薫
氏

鈴
木
曹
元
氏

関
口
秀
徳
氏

▼
参
加
費
　
五
〇
円
（
保
険
料
）

▼
申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
①
住
所
・
②

氏
名
・
③
年
齢
・
④
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、
五
月
一
九
日
（
必
着
）
ま
で
に
練
馬
区

郷
土
資
料
室
へ
。

（
二
名
以
上
で
参
加
す
る
場
合
は
、
参
加
者

全
員
に
つ
い
て
、
右
記
の
必
要
事
項
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）

▼
申
込
先
　
〒
1
7
7
－
0
0
4
5
　
石
神
井

台
一
事
一
六
－
三
一
練
馬
区
郷
土
資
料
室

（
月
曜
日
休
館
）
　
℡
三
九
九
六
－
〇
五
六
三

練馬大根碑（春日町4－16）

愛染院の鐘楼
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練
馬
区
の
遺
跡
　
③

中
新
井
川
流
域
の
遺
跡

中
新
井
川
は
江
古
田
川
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

中
村
二
丁
目
の
南
蔵
院
あ
た
り
が
水
源
で
、
中

村
南
一
丁
目
で
区
境
を
東
に
下
り
、
豊
玉
中
一

丁
目
で
大
き
く
蛇
行
し
、
中
野
区
松
が
丘
二
丁

目
あ
た
り
で
妙
正
寺
川
に
注
い
で
い
る
。
現
在

は
、
暗
渠
化
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
流
路

も
当
時
と
変
わ
っ
て
い
る
。

中
新
井
川
流
域
で
は
七
箇
所
で
遺
跡
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
右
岸
台
地
上
、
中

村
南
一
丁
目
九
～
二
番
、
二
〇
～
二
七
番
あ

た
り
に
中
村
南
遺
跡
が
広
が
っ
て
い
る
。
中
村

南
遺
跡
は
昭
和
四
七
年
の
東
京
都
教
育
委
旦
会

の
総
合
調
査
で
、
縄
文
中
期
の
竪
穴
住
居
跡
一

軒
と
土
器
を
も
た
な
い
旧
石
器
時
代
の
小
型
の

石
刃
（
細
石
刃
）
や
そ
の
素
材
（
細
石
刃
核
）

が
出
土
し
た
。

中
新
井
川
が
大
き
く
北
に
蛇
行
す
る
左
岸
低

地
部
に
、
平
成
三
年
に
発
見
さ
れ
た
遺
跡
が
南

於
林
遺
跡
で
あ
る
。
遺
跡
は
豊
玉
中
一
丁
目
一

五
番
地
に
所
在
す
る
。
発
掘
調
査
で
は
、
旧
河

道
と
水
田
跡
等
が
み
つ
か
っ
て
い
る
。
出
土
遺

物
は
縄
文
土
器
と
古
墳
時
代
な
ど
の
土
器
で
あ

る
。
縄
文
土
器
で
は
、
中
期
後
葉
の
大
形
土
器

の
他
、
区
内
で
は
珍
し
い
後
期
か
ら
晩
期
の
土

器
が
多
数
出
土
し
て
小
る
。
写
真
は
縄
文
中
期

初
頭
の
珍
し
い
浅
鉢
形
土
器
で
、
口
の
内
面
に

渦
巻
き
文
や
ヘ
ラ
を
突
き
刺
し
て
文
様
が
つ
け

ら
れ
て
お
り
、
は
ば
完
全
な
形
で
み
つ
か
っ
た
。

古
墳
時
代
の
土
師
器
は
、
台
付
聾
が
二
個
出
土

し
た
。

遺
構
は
水
田
跡
が
あ
る
。
畦
畔
が
み
つ
か
り

水
田
跡
と
判
明
し
た
。
水
田
に
伴
う
旧
河
道
か

ら
前
記
の
台
付
聾
が
出
土
し
た
。
こ
の
土
器
が

古
墳
時
代
で
あ
る
こ
と
と
、
水
田
を
覆
う
土
の

中
に
平
安
時
代
に
噴
火
し
た
浅
間
山
の
火
山
灰

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
水
田
跡
は
古
代
の

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
さ
ら
に
注
目

す
べ
き
こ
と
は
、
水
田
が
放
棄
さ
れ
た
後
に
足

南於林遺跡
縄文時代中期初頭の浅鉢

南於林遺跡
古墳時代の台付嚢

跡
が
残
さ
れ
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。
足
跡
に
堆

積
し
て
い
た
火
山
灰
の

分
析
か
ら
古
代
人
の
も

の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

足
跡
の
中
に
は
二
七

セ
ン
チ
を
測
る
大
き
さ

で
男
性
の
も
の
や
一
五

セ
ン
チ
し
か
な
い
子
供

の
も
の
と
思
わ
れ
る
も

が
含
ま
れ
て
い
た
。

中
新
井
川
流
域
は
区

内
で
は
最
も
開
発
が
進

ん
だ
地
域
で
は
あ
る
が
、

南
於
林
遺
跡
の
よ
う
な

新
発
見
の
遺
跡
が
あ
り
、

大
き
な
成
果
を
お
さ
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
今

後
の
発
掘
調
査
に
期
待

し
た
い
。

足跡古代の水田跡風景南於林遺跡
ハンノキ湿地林が伐採され水田がつくられたが、一時的なものですぐに放棄された。古代人の家族が、泥炭の堆積し
た水田跡を通って家をあとにする様子。川辺にはガマが繁茂し、水田には野性化したイネやカヤツリ草が茂っている
この想像図は発掘調査による考古学的成果と火山灰・花粉分析などに基づき作成した。
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練
馬
区
指
定
文
化
財
・
小
島
家
文
書
か
ら

歴
史
の
；
マ
　
電
灯
の
灯
っ
た
日

今
日
、
電
灯
の
明
か
り
を
ぬ
き
に
し
て
私
た

ち
の
生
活
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
ご
く
当
た
り

前
の
存
在
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
電
灯
で
す
が
、

そ
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
た
い
へ
ん
な
苦
労
を

伴
い
ま
し
た
。

ラ
ン
プ
の
生
活
を
し
て
い
た
農
村
も
大
正
期

に
な
る
と
だ
ん
だ
ん
各
家
庭
に
も
電
灯
が
付
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
電
灯
を
渇
望
す
る
農
村

で
は
、
こ
の
時
期
、
子
ど
も
の
名
前
に
「
電
」

の
字
を
使
う
こ
と
が
流
行
し
、
大
泉
村
の
あ
る

村
会
議
員
も
自
分
の
む
す
こ
に
「
電
気
」
と
い

う
名
前
を
つ
け
た
そ
う
で
す
。

区
内
に
電
灯
が
灯
っ
た
の
は
大
正
二
、
三
年

頃
（
一
九
一
三
、
四
）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

上
練
馬
村
の
一
部
で
あ
っ
た
土
支
田
地
域
で
は
、

や
や
遅
れ
て
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
か
ら
大

正
一
〇
年
に
か
け
て
電
灯
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
と
き
の
様
子
が
区
指
定
文
化
財
の
小
島
家

文
書
の
中
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
正
九
年
八
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
、
上

練
馬
村
と
東
京
電
灯
会
社
と
の
間
で
練
馬
小
学

校
を
会
場
に
し
て
、
し
ば
し
ば
話
し
合
い
が
も

た
れ
て
い
ま
す
。
村
と
会
社
の
間
で
問
題
と

な
っ
た
の
は
、
主
に
工
事
費
の
負
担
に
関
す
る

こ
と
で
し
た
。

電
柱
を
立
て
た
り
架
線
を
引
い
た
り
す
る
の

に
か
か
る
費
用
は
、
会
社
の
経
費
と
電
灯
を
使

用
す
る
人
か
ら
の
寄
付
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
ま

し
た
。
電
灯
会
社
と
使
用
者
が
ど
の
く
ら
い
の

割
合
で
こ
の
費
用
を
負
担
し
合
う
か
は
、
資
力

の
乏
し
い
村
人
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
で
し
た
。

東
京
電
灯
会
社
か
ら
上
練
馬
村
に
提
示
さ
れ

た
内
容
は
、
た
と
え
ば
「
電
線
の
外
線
工
事
に

多
額
の
費
用
が
か
か
る
た
め
一
度
に
払
う
の
は

無
理
で
あ
ろ
う
。
電
灯
一
灯
に
つ
い
て
、
五
年

間
、
電
灯
料
と
は
別
に
毎
月
二
〇
銭
ず
つ
外
線

補
助
費
と
し
て
納
め
る
こ
と
。
つ
ま
り
電
灯
一

灯
に
つ
き
一
二
円
の
負
担
を
す
る
こ
と
」
な
ど

で
し
た
。

何
回
か
の
話
し
合
い
の
後
、
結
局
、
使
用
者

が
会
社
に
対
し
て
、
電
灯
一
灯
に
つ
き
電
線
取

付
料
を
一
円
五
銭
支
払
う
こ
と
と
一
戸
当
た
り

二
円
を
寄
付
す
る
こ
と
で
交
渉
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。
数
回
の
折
衝
の
末
、
村
が
徐
々
に
有
利

な
条
件
を
導
き
出
し
て
い
っ
た
結
果
で
し
た
。

写
真
の
文
書
は
「
電
灯
協
議
事
項
」
で
す
。

差
出
人
、
宛
て
先
、
作
成
年
月
日
は
不
明
で
す

が
、
会
社
と
の
交
渉
結
果
を
ふ
ま
え
た
上
練
馬

村
内
で
の
取
り
決
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
項
目
と
二
項
目
で
は
、
電
灯
導
入
に
使
用

し
た
運
動
費
な
ど
の
村
全
体
で
調
達
す
べ
き
経

費
は
五
〇
〇
円
か
ら
一
六
〇
円
に
変
更
す
る
こ

と
、
こ
の
費
用
を
四
つ
の
字
で
均
等
に
負
担
す

る
こ
と
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
三
項
目

で
は
、
電
線
の
本
線
近
く
の
家
庭
か
ら
電
灯
が

入
り
、
本
線
か
ら
離
れ
た
家
庭
で
は
点
灯
が
遅

れ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
四
項
目
は
電

灯
料
金
に
関
す
る
規
定
、
五
項
目
は
電
線
の
邪

魔
に
な
る
樹
木
の
伐
採
に
関
す
る
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
六
項
目
で
は
電
線
を
地

中
に
埋
め
る
か
、
地
上
に
出
す
か
、
あ
ら
か
じ

め
決
め
る
よ
う
取
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
こ
の

文
書
は
、
練
馬
区
教
育
委
員
会
『
武
蔵
国
土
支

田
村
　
小
島
家
文
書
』
四
六
五
頁
に
全
文
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
）
。

電
気
工
事
は
、
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
〇
）

三
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
工
事
に
あ
た
っ
て

は
使
用
者
側
で
も
労
働
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

「電灯協議事項」

上
練
馬
村
八
丁
堀
区
（
現
在
の
旭
町
一
・
二
丁

目
、
光
が
丘
四
丁
目
の
一
部
）
で
は
、
三
月
九

日
か
ら
二
〇
日
に
か
け
て
四
三
名
延
べ
二
一

人
半
の
人
が
工
事
に
従
事
し
ま
し
た
。
写
真
の

文
書
は
日
ご
と
に
労
働
に
携
わ
っ
た
村
人
の
氏

名
を
記
録
し
た
も
の
で
す
。

工
事
に
あ
た
り
、
電
灯
会
社
の
社
員
に
昼
食

や
宿
泊
所
を
地
元
で
提
供
し
た
り
、
工
事
従
事

者
に
は
な
る
べ
く
丁
寧
に
応
対
す
る
よ
う
に
上

練
馬
村
か
ら
八
丁
堀
区
へ
通
達
し
て
い
ま
す
。

会
社
に
た
い
へ
ん
気
を
遣
い
な
が
ら
工
事
が
進

め
ら
れ
た
様
子
が
窺
わ
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
、
現
在
の
土
支
田
地
域
に
は
、
大

正
一
〇
年
五
月
頃
に
待
望
の
電
灯
が
灯
り
ま
し

た
。
こ
の
と
き
の
電
灯
の
光
度
は
、
一
灯
当
た

り
一
〇
燭
光
か
ら
二
四
燭
光
で
し
た
二
燭
光

は
お
よ
そ
一
カ
ン
デ
ラ
）
。
現
在
使
用
さ
れ
て

い
る
四
〇
ワ
ッ
ト
蛍
光
灯
の
最
大
光
度
は
三
四

〇
カ
ン
デ
ラ
ぐ
ら
い
で
す
。
現
在
と
比
べ
る
と

な
ん
と
も
薄
暗
い
も
の
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

暗
闇
の
生
活
に
慣
れ
て
い
た
当
時
の
人
に
と
っ

て
は
非
常
な
明
る
さ
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。「電灯二閑スル人足ノ控」
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皆
さ
ん
の
力
で
文
化
財
を
次
の
世
代
へ
伝
え
て
い
こ
う
－
・

平
成
一
〇
年
三
月
二
日
二
八
日
に
、
文

化
財
講
座
「
文
化
財
の
見
方
・
楽
し
み
方
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
本
講
座
の
目
的
は
、
路
傍
の

石
造
物
や
古
建
築
な
ど
身
近
な
文
化
財
の
見
方

や
調
べ
方
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
文
化
財
に

対
す
る
関
心
を
高
め
、
文
化
財
を
守
っ
て
い
く

気
持
ち
を
醸
成
す
る
こ
と
で
す
。

第
一
日
目
は
、
講
義
で
文
化
財
を
調
べ
る
ポ

イ
ン
ト
や
参
考
文
献
な
ど
を
紹
介
し
、
第
二
日

目
は
、
鎌
倉
を
四
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
見

学
し
ま
し
た
。
受
講
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
講
義

終
了
か
ら
見
学
日
ま
で
の
間
に
あ
ら
か
じ
め
自

分
の
見
学
す
る
コ
ー
ス
の
文
化
財
に
つ
い
て
調

べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
図
書
館
な
ど
で
調
べ

た
成
果
を
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
提
出
さ
れ
た
方
も

中
に
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

文
化
財
を
見
た
り
、
触
れ
た
り
、
調
べ
た
り

し
て
楽
し
ん
で
い
る
う
ち
に
、
そ
の
大
切
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
文
化
財
を
愛
護
し
て
い
く

気
持
ち
も
湧
い
て
き
ま
す
。
今
回
の
講
座
に

よ
っ
て
文
化
財
を
見
る
力
が
養
わ
れ
、
身
近
な

文
化
財
の
価
値
を
認
識
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
文
化
財
愛
護

の
気
持
を
抱
か
れ
た
方
に
対
し
て
、
そ
の
活
動

意
欲
を
支
援
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

今
後
は
そ
の
よ
う
な
場
の
提
供
も
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

寿福寺を見学

「
又
六
庚
申
塔
」
を
仮
設
置
し
ま
し
た

享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
造
立
の
こ
の
庚
申

塔
は
、
「
又
六
庚
申
塔
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
練

馬
大
根
に
関
わ
る
貴
重
な
資
料
で
す
。
こ
の
塔

を
造
立
し
た
中
宮
村
講
の
講
親
鹿
鴫
又
六
・
は
、

練
馬
大
根
の
栽
培
を
始
め
た
と
い
わ
れ
る
又
六

と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
（
詳
し
く
は
、
新
刊
書
『
新
版
　
練
馬
大

根
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
。

こ
の
塔
は
、
元
々
個
人
の
所
有
地
に
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
場
所
が
環
状
八
号
線
の
用
地
と

な
っ
た
た
め
、
一
時
的
に
春
日
町
青
少
年
館

（
春
日
町
四
－
一
六
－
九
）
　
に
保
管
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
た
び
同
館
の
敷
地
内
に
仮
設
置
し

ま
し
た
が
、
将
来
は
、
環
状
八
号
線
整
備
の
後
、

元
の
所
在
場
所
近
く
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。

（
問
い
合
わ
せ
・
生
涯
学
習
課
文
化
財
係
）

新
刊
の
ご
案
内

『
練
馬
の
神
社
（
二
訂
版
）
』

昭
和
六
〇
年
発
行
の
『
練
馬
の
神
社
』
　
（
改
訂

版
）
を
全
面
的
に
改
訂
し
た
も
の
で
す
。
区
内

五
〇
の
神
社
に
つ
い
て
、
写
真
入
り
で
解
説
し

て
い
ま
す
。
頒
布
価
格
は
一
七
〇
円
で
す
。

和賀江島を見学

法
規
　
庇
嶋
又
六

琴
適
正
庚
申
二
世
妻
楽
所

（
弾
　
雨
　
金
　
剛
　
像
）

中
富
村
城
中
十
三
人

享
保
こ
丁
生
山
月
十
日

『
新
版
　
練
馬
大
根
』

練
馬
大
根
の
発
祥
か
ら
衰
退
ま
で
の
三
〇
〇

年
の
歴
史
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
史
料
か
ら

紹
介
し
て
い
ま
す
。
頒
布
価
格
は
一
、
一
〇
〇

円
で
す
。

◎
右
記
刊
行
物
の
頒
布
窓
口
は
、
区
民
情
報
ひ

ろ
ば
　
（
区
役
所
西
庁
舎
一
階
）
、
郷
土
資
料
室

（
石
神
井
図
書
館
地
階
）
　
で
す
。
区
立
図
書
館

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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